
町
屋
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の

課
題
は
①
木
造
密
集
地
域
の
整

備
（
道
路
拡
幅
含
む
）
で
燃
え

な
い
倒
れ
な
い
ま
ち
②
バ
リ
ア

フ
リ
ー
・
高
齢
化
な
ど
の
進
行

に
見
合
っ
た
移
動
手
段
整
備

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
含
め
）

③
町
屋
４
丁
目
・
ふ
れ
あ
い
館

建
設
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

旧
北
村
園
跡
地
を

ふ
れ
あ
い
館
用
地
で
検
討

開
会
中
の
予
算
特
別
委
員
会

の
中
で
、
区
は
、
現
在
「
不
燃

化
特
区
用
地
」
と
し
て
道
路
拡

張
の
代
替
用
地
と
し
て
確
保
し

て
い
る
北
村
園
倉
庫
跡
地
（
町

屋
４
丁
目
５
）
約
８
０
０
㎡
を

「
町
屋
４
丁
目
ふ
れ
あ
い
館
」

（
仮
称
）
と
し
て
整
備
し
た
い

と
の
意
向
を
表
明
し
ま
し
た

（
下
地
図
参
照
）
。

最
初
は
計
画
に
な
か
っ
た

町
屋
４
丁
目
地
域

２
０
０
２
年
の
最
初
の
計
画

に
、
町
屋
４
丁
目
は
、
入
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
、
横

山
幸
次
区
議
は
、
半
径
５
０
０

ｍ
に
１
か
所
と
い
う
区
の
基
準

で
見
る
と
最
も
災
害
危
険
度
が

高
く
、
公
共
施
設
の
な
い
町
屋

２
、
３
、
４
丁
目
地
域
が
空
白

で
あ
り
、
ふ
れ
あ
い
館
計
画
に

入
れ
る
べ
き
と
求
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
２
０
０
８
年

の
「
ふ
れ
あ
い
館
整
備
ニ
ュ
ー

プ
ラ
ン
」
で
町
屋
４
丁
目
地
域

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
20

館
中
、
現
在
残
り
が
５
館
で
す
。

整
備
促
進
と
不
燃
化
促
進

事
業
の
推
進
を
両
輪
で

し
か
し
こ
の
地
域
で
は
、
一

定
規
模
の
ま
と
ま
っ
た
土
地
の

確
保
が
困
難
で
し
た
。
今
回
の

土
地
は
適
地
と
言
え
ま
す
。
同

時
に
、
こ
の
地
域
の
再
優
先
課

題
は
、
引
き
続
き
不
燃
化
、
木

造
密
集
地
域
整
備
で
す
。
不
燃

化
促
進
用
地
を
使
う
と
す
れ
ば
、

遅
れ
る
こ
と
な
く
、
並
行
し
て

代
わ
り
の
用
地
を
確
保
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

№８２５ ２０２２年３月６日
日本共産党荒川区議会議員団

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆横山事務所 ℡&fax

３８０５－０５０４

荒川区町屋５－３－５

３
月
１
日
、
「
町
屋
さ
く
ら
の

存
続
」
を
求
め
て
、
多
く
の
み
な

さ
ん
が
区
役
所
前
に
集
ま
っ
て
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
多

く
お
ら
れ
ま
し
た
。
「
区
民
の
足

を
な
く
さ
な

い
で
」
「
障

が
い
者
に
と
っ

て
死
ね
と
い

う

こ

と

」

「
な
く
な
る

と
暮
ら
し
て

い
け
な
い
」

な
ど
な
ど
…

手
作
り
プ
ラ
カ
ー
ド
が
た
く
さ
ん

並
び
ま
し
た
。
区
は
こ
う
し
た
声

に
ど
う
応
え
る
の
か
、
そ
の
姿
勢

が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。横

山
幸
次

定例法律相談

３月７日（月）
４月４日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

予算特別委員会開会中の荒川区議会は、緊急に本会議を開き

全会一致で「ロシアによるウクライナ侵略に抗議する決議」を

上げました。

決議全文は、以下のとおりです。

荒川区議会の決議は、国連憲章や国際法違反し、しかも核兵

器による威嚇という無法極まりないやり方を厳しく糾弾するも

のです。合わせて、荒川区としても同趣旨の抗議声明を発表し

ました。

日本共産党区議団は、予算審議の

中で、区としてもロシアのウクライ

ナ侵略に抗議するため、本庁舎での

垂れ幕や荒川区遊園の観覧車ライト

アップを使って意思表示するよう求

ロシアによるウクライナ侵略に抗議する決議
２月２４日、ロシアがウクライナへ軍事侵略した。また、

核兵器の使用を示唆して、他国を牽制している。

これは、国際社会の平和と秩序、安全を脅かし、国連憲章

や国際法に違反する行為である。

平和都市を宣言している荒川区は、ウクライナへの攻撃や

主権侵害に抗議し、ロシア軍を即時に完全かつ無条件で撤退

させるよう、国際法に基づく誠意を持った対応を強く求める。

また、核兵器を使用することには、唯一の戦争被爆国とし

て断固反対する。

以上、決議する。

令和４年３月３日



世
界
銀
行
は
３
月
１
日
、
２
９
０

カ
国
の
経
済
的
権
利
に
つ
い
て
最
新

の
男
女
格
差
調
査
を
公
表
し
ま
し
た
。

職
業
や
育
児
、
年
金
な
ど
８
項

目
の
評
価
の
総
合
点
で
、
日
本

は
昨
年
の
80
位
タ
イ
か
ら
１
０

３
位
タ
イ
に
急
降
下
。
女
性
の

職
業
選
択
や
賃
金
、
起
業
に
関

す
る
制
約
が
影
響
し
た
よ
う
で

す
。
２
０
２
０
年
は
日
本
は
74

位
タ
イ
、
21
年
は
80
位
タ
イ
で

し
た
。
職
場
で
の
待
遇
や
給
与
、

経
営
に
お
け
る
項
目
で
は
、
各

１
０
０
点
満
点
の
う
ち
25
〜
75

点
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ル
ギ
ー
や
カ
ナ
ダ
、
デ
ン

マ
ー
ク
な
ど
12
カ
国
が
全
て
の

項
目
で
満
点
で
し
た
。
日
本
に

お
け
る
男
女
賃
金
格
差
の
是
正
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
が
急
が
れ
ま
す
。

会場 都立大学荒川キャンパス内
対象者：18才から39才までの都内在住・在勤・在学

受付時間：10時から18時

最大想定人数：1,000 人/日(モデルナ)

予約：東京都福祉保健局のホームペー

ジネット予約

区内の対象者は11,000人

☆３月６日（日曜）から接種開始（２ヶ所で1日240人））

※最初の予約は埋まってい

ます。

子どものワクチン接種のメ

リット、デメリットなど正確な

情報提供が必要です。

２
月
会
議
に
共
産
党
区
議

団
で
「
就
学
援
助
の
対
象
を

生
活
保
護
基
準
の
１
・
２
←

１
・
５
倍
」
ま
で
対
象
を
拡

大
す
る
条
例
を
提
案
し
ま
し

た
。
全
国
で
は
、
１
・
３
倍

が
多
数
で
す
。

生
活
保
護
基
準
の
１
・
２

ば
い
で
は
、
子
ど
も
２
人
の

４
人
世
帯
で
年
所
得
４
０
０

万
円
程
度
で
す
。
ゆ
と
り
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
憲
法
は
、
義

務
教
育
無
償
の
原
則
の
実
現

を
求
め
て
い
ま
す
。
授
業
料

と
教
科
書
だ
け
で
な
く
、
完

全
無
償
化
の
実
現
こ
そ
が
政

治
の
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
、
1
月
か
ら
の
第
６
波

は
荒
川
で
も
猛
威
を
ふ
る
っ

て
い
ま
す
。

減
少
傾
向
に
入
っ
た
と
は

い
え
、
第
５
波
の
７
月
か
ら

９
月
、
１
日
の
感
染
者
数
の

最
高
が
８
月
26
日
92
人
と
比

べ
る
と
ま
だ
高
い
数
値
で
す
。

第
６
波
は
１
月
27
日
５
１
４

人
を
ピ
ー
ク
に
１
日
２
０
０

か
ら
名
４
０
０
名
台
と
高
止

ま
り
状
態
が
続
き
、
死
者
の

増
加
も
気
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
区
内
で
も
高
齢
者
施
設

で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起
こ
る
な

ど
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

荒
川
区
で
は
職
員
体
制
を

11
名
増
や
し
ま
し
た
が
、
感

染
状
況
と
の
関
係
で
も
引
き

続
き
ひ
っ
迫
し
て
ま
す
。

都
内
の
保
健
所
で
は
連
絡

は
４
０
０
名
分
で
３
日
が
か

り
、
朝
の
８
時
半
か
ら
夜
８

時
ま
で
12
時
間
休
憩
も
ろ
く

に
取
れ
な
い
、
毎
日
遅
く
ま

で
、
連
絡
を
終
え
て
事
務
処

理
な
ど
で
帰
宅
が
深
夜
に
な

る
と
の
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

荒
川
区
も
同
様
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
を
見
据
え
、
区
民

の
命
を
守
る
た
め
に
、
体
制

の
抜
本
的
な
強
化
が
へ
の
決

断
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。


